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す
で
に
昭
和
四
十
年
八
月
、
佐
藤
進
一
、
池
内
義
資
、
百
瀬
今
朝
雄
の
三
氏
に
よ
っ
て
『
中
世
法
制
史
料
集
聯
犯
賭
法
1
』
が
厳
密
な
る
本

文
校
訂
と
詳
細
な
る
補
註
・
解
題
を
附
し
て
上
梓
さ
れ
、
こ
こ
に
戦
国
家
法
の
研
究
に
一
劃
期
が
も
た
ら
さ
れ
た
が
、
最
近
ま
た
、
戦
国

家
法
の
有
す
る
性
格
を
め
ぐ
っ
て
、
二
、
三
の
活
発
な
論
義
が
喚
起
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
即
ち
、
杉
山
博
氏
は
そ
の
著
『
戦
国
大

名
』
　
（
中
央
公
論
社
版
）
に
於
い
て
「
法
典
の
制
定
は
主
君
の
側
か
ら
家
臣
を
統
制
す
る
意
味
あ
い
が
深
い
。
」
（
四
一
七
頁
）
と
さ
れ
な

が
ら
も
、
「
法
に
は
従
者
だ
け
で
は
な
く
、
主
人
を
も
規
制
す
る
効
果
が
あ
っ
た
れ
ば
こ
そ
、
法
典
制
定
が
実
現
で
き
た
と
い
わ
ね
ば
な
ら

な
い
。
」
（
同
上
）
と
さ
れ
、
戦
国
家
法
に
は
大
名
に
よ
る
家
臣
の
統
制
と
家
臣
に
よ
る
大
名
の
恣
意
の
制
約
と
い
う
二
面
性
が
あ
る
こ
と

を
六
角
氏
式
目
を
そ
の
典
型
的
な
事
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
、
こ
の
二
面
性
の
中
、
何
れ
の
働
き
が
強
く
生
か
さ
れ
る
か
、
そ
れ
を
決
定
す
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る
も
の
は
両
者
の
力
関
係
、
即
ち
政
治
の
間
題
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
又
、
藤
木
久
志
氏
は
「
戦
国
法
形
成
過
程
の
一
考
察
」
（
『
歴

史
学
研
究
』
第
三
二
三
号
所
載
）
な
る
論
考
に
於
い
て
、
右
の
杉
山
氏
等
の
い
わ
れ
る
戦
国
家
法
の
二
面
性
と
い
う
考
え
方
を
継
承
し
て
、

こ
れ
を
次
の
よ
う
に
発
展
せ
し
め
ら
れ
た
。
即
ち
、
藤
木
論
文
に
於
い
て
は
、
戦
国
大
名
の
編
纂
せ
る
集
成
法
典
を
一
応
除
外
し
て
、
個

別
法
規
し
か
有
さ
な
い
上
杉
、
毛
利
、
後
北
条
氏
等
の
家
法
の
構
造
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
、
十
六
世
紀
初
頭
の
時
期
に
於
い
て
、
上

か
ら
は
大
名
裁
判
権
に
支
え
ら
れ
た
「
国
法
」
論
理
の
形
成
が
認
め
ら
れ
る
が
、
下
か
ら
は
、
そ
の
「
国
法
」
論
理
に
対
応
す
る
も
の
と

し
て
「
近
所
之
義
」
と
よ
ば
れ
る
在
地
の
法
秩
序
、
即
ち
「
反
国
法
」
論
理
の
存
在
が
確
認
さ
れ
、
結
局
、
戦
国
法
の
構
造
は
、
右
の

「
国
法
」
と
「
近
所
之
義
」
と
の
連
関
に
於
い
て
把
え
ね
ば
な
ら
な
い
と
強
調
さ
れ
て
い
る
。
更
に
、
勝
俣
鎮
夫
氏
は
「
相
良
氏
法
度
に

つ
い
て
の
一
考
察
」
　
（
宝
月
圭
吾
先
生
還
暦
記
念
会
編
『
日
本
社
会
経
済
史
研
究
　
中
世
編
』
三
五
一
頁
以
下
）
な
る
論
考
に
於
い
て
、

相
良
氏
法
度
の
性
格
に
つ
い
て
、
形
式
的
に
は
相
良
氏
法
度
と
い
う
形
を
と
っ
て
存
在
し
て
も
、
そ
の
実
質
は
郡
中
惣
の
法
、
即
ち
在
地

領
主
層
の
法
と
も
い
う
べ
き
性
格
が
濃
厚
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
、
次
に
訴
訟
手
続
よ
り
み
た
相
良
氏
の
裁
判
構
造
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、

所
衆
談
合
と
い
う
一
種
の
在
地
裁
判
権
を
前
提
と
し
て
、
そ
の
上
に
相
良
氏
の
裁
判
権
が
存
在
す
る
と
い
う
形
態
で
あ
り
、
結
局
、
戦
国

大
名
の
裁
判
権
は
か
か
る
裁
判
構
造
の
上
に
た
つ
と
い
う
制
約
を
ま
ぬ
か
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
さ
れ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
最
近
は
戦
国
大
名
と
そ
の
家
法
を
、
藤
木
氏
の
言
を
借
用
す
れ
ば
、
　
「
ま
っ
た
く
絶
対
権
力
者
と
そ
の
権
力
意
志
の
発

動
と
み
な
す
よ
う
な
、
従
来
の
常
識
的
理
解
の
傾
向
」
　
（
前
掲
論
文
四
〇
頁
）
に
対
し
て
、
反
省
が
為
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
現
状
で
あ
る
。

戦
国
大
名
の
権
力
構
造
が
大
名
権
力
と
そ
の
支
配
下
に
あ
る
家
臣
の
領
主
権
力
と
の
一
応
の
均
衡
の
上
に
成
立
し
、
大
名
権
力
が
家
臣
の

領
主
権
力
を
完
全
に
克
服
し
得
な
い
段
階
に
あ
る
以
上
、
戦
国
大
名
の
制
定
せ
る
家
法
に
多
か
れ
少
な
か
れ
、
前
記
二
面
性
の
存
す
る
こ

と
は
蓋
し
当
然
で
あ
り
、
そ
の
家
法
の
も
つ
双
務
契
約
的
性
格
を
全
く
払
拭
し
て
し
ま
う
訳
に
は
い
か
な
い
で
あ
ろ
う
。
か
か
る
意
味
か

ら
前
記
諸
氏
の
戦
国
法
の
構
造
的
特
質
の
解
明
は
ま
さ
に
正
鵠
を
得
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
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し
か
し
、
戦
国
法
の
下
部
構
造
の
分
析
に
よ
っ
て
、
そ
こ
に
前
記
二
面
性
が
認
め
ら
れ
る
に
せ
よ
、
戦
国
家
法
を
制
定
し
、
そ
れ
を
発

布
し
て
い
る
の
は
、
ま
ぎ
れ
も
な
い
戦
国
大
名
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。
戦
国
大
名
に
よ
る
家
法
の
制
定
は
形
式
的
な
も
の
で
あ
っ
て
、
実

質
上
、
そ
の
家
法
の
作
成
に
当
っ
た
も
の
が
家
臣
で
あ
り
、
在
地
領
主
層
で
あ
る
と
し
て
も
、
相
良
氏
や
六
角
氏
と
い
う
大
名
が
存
在
し

な
く
て
は
、
　
「
相
良
氏
法
度
」
や
「
六
角
氏
式
目
」
と
い
う
、
当
時
の
相
良
分
国
や
六
角
分
国
全
体
を
統
一
的
に
規
律
す
る
法
典
は
成
立

し
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
相
良
氏
や
六
角
氏
自
身
の
権
力
及
び
そ
れ
ら
権
力
の
一
部
の
上
層
部
が
、
そ
の
家
法
を
全
く
恣
意
的
に
作
成
し
、

上
か
ら
一
方
的
に
押
し
つ
け
る
と
い
っ
た
性
格
を
有
す
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
十
分
認
識
し
た
上
で
、
更
に
、
そ
れ
が
形
式
的

で
あ
る
に
せ
よ
、
相
良
氏
や
六
角
氏
を
し
て
法
制
定
の
当
事
者
た
ら
し
め
て
い
る
も
の
は
何
で
あ
る
か
が
間
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
六
角

氏
式
目
に
於
け
る
家
臣
起
請
文
前
書
の
冒
頭
に
、
　
コ
　
御
政
道
法
度
之
事
、
得
御
謎
、
愚
暗
旨
趣
書
立
、
備
上
覧
処
云
々
」
と
あ
る
こ

と
か
ら
み
れ
ば
、
こ
の
法
典
の
起
草
者
が
家
臣
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
処
で
あ
る
が
、
一
方
、
「
得
御
謎
」
、
「
備
上
覧
」
な
る
用
語
に

注
目
す
る
な
ら
ば
、
法
典
編
纂
を
命
じ
て
い
る
も
の
が
六
角
氏
で
あ
る
こ
と
も
明
白
な
る
事
実
で
あ
る
。
又
、
田
畠
両
売
及
び
子
息
二
重

質
入
を
規
定
せ
る
相
良
氏
法
度
の
第
一
九
条
に
は
、
「
至
面
々
者
、
上
様
よ
り
直
二
可
被
召
上
候
」
と
あ
っ
て
、
相
良
氏
の
家
臣
は
相
良

氏
を
さ
し
て
「
上
様
」
と
い
う
呼
称
を
用
い
て
い
る
。
右
に
み
る
よ
う
な
家
臣
の
用
語
は
広
く
戦
国
家
法
に
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ

例
え
ば
、
大
内
氏
掟
書
の
第
六
〇
条
に
「
若
此
旨
を
そ
む
く
族
あ
ら
は
、
経
上
裁
可
有
罪
科
」
、
同
じ
く
第
一
三
六
条
に
「
以
当
番
之
御

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ

前
之
童
部
衆
、
可
被
備
上
覧
也
」
、
第
一
〇
五
条
に
「
為
上
意
、
可
被
仰
出
侯
也
」
等
と
散
見
さ
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
家
臣
た
る
在
地
領
主
層
が
主
君
た
る
戦
国
大
名
、
も
し
く
は
そ
の
意
思
を
さ
し
て
い
う
言
葉
に
は
、
当
然
の
こ
と
な
が

ら
被
支
配
者
と
し
て
の
意
識
が
濃
厚
に
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
逆
に
い
え
ば
、
戦
国
大
名
自
身
の
側
に
明
ら
か
に
支
配
者
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と
し
て
の
意
識
が
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
し
か
ら
ば
、
家
臣
た
る
在
地
領
主
層
を
し
て
被
支
配
者
意
識
を
も
た
し
め
、
一
方
、
戦
国

大
名
を
し
て
支
配
者
意
識
を
も
た
し
め
て
い
る
根
拠
は
何
で
あ
る
か
。
そ
れ
は
、
ほ
ぼ
そ
の
権
力
が
均
衡
し
て
い
る
在
地
領
主
層
に
あ
っ

て
は
、
そ
の
相
互
の
紛
争
の
解
決
の
場
を
更
に
強
力
な
上
部
権
力
に
求
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
こ
と
、
一
方
、
大
名
側
に
あ
っ
て
も
、
そ

れ
を
契
機
と
し
て
自
己
の
支
配
権
力
の
拡
大
を
計
り
、
結
局
、
分
国
内
の
一
円
知
行
を
志
向
す
る
趨
勢
に
あ
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ
る
も
の

で
あ
ろ
う
が
、
両
者
の
権
力
関
係
の
精
密
な
る
分
析
は
後
考
に
侯
つ
と
し
て
、
こ
こ
で
は
戦
国
大
名
の
支
配
者
意
識
と
は
如
何
な
る
性
質

の
も
の
で
あ
っ
た
か
若
干
ふ
れ
て
お
き
た
い
。
今
、
そ
れ
を
一
言
に
し
て
い
え
ば
、
自
己
を
室
町
幕
府
の
将
軍
に
擬
し
て
分
国
全
体
を
統

治
す
る
と
い
う
意
識
と
い
う
こ
と
が
出
来
よ
う
。
先
に
挙
げ
た
戦
国
家
法
に
み
え
る
諸
用
語
は
そ
の
現
れ
の
一
端
で
あ
る
が
、
更
に
積
極

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
内
義
興
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

的
に
そ
れ
を
示
す
資
料
を
左
に
掲
げ
よ
う
。
例
え
ば
、
大
内
氏
掟
書
の
第
六
六
条
に
「
若
子
様
、
御
馬
に
め
さ
れ
候
ハ
ん
す
る
時
」
、
第

　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

ニ
ニ
八
条
に
「
殿
中
見
物
之
仁
事
、
（
中
略
）
剰
至
常
御
座
所
辺
之
条
、
以
外
次
第
也
」
、
第
一
四
五
条
に
「
於
赤
間
関
御
座
船
事
」
、
第

　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

一
四
七
条
に
「
御
前
陪
膳
井
御
劔
役
事
、
任
先
例
、
可
為
近
習
者
之
役
」
と
あ
り
、
又
、
六
角
氏
式
目
の
第
五
八
条
に
「
於
御
前
近
習
之

ヤ
　
　
ヤ

与
力
者
、
可
為
各
別
様
躰
事
」
等
と
あ
る
。
右
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
大
内
氏
は
自
分
の
居
館
を
「
殿
中
」
、
自
分
の
起
居
す
る
場
所

を
「
御
座
所
」
、
自
分
の
乗
る
船
を
「
御
座
船
」
、
自
分
の
子
を
「
若
子
様
」
と
呼
ば
せ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
自
己
を
室
町
将
軍
に
擬
し
て

い
る
意
識
の
現
れ
で
あ
る
。
又
、
右
か
ら
大
内
、
六
角
両
氏
で
は
、
大
名
自
身
の
側
役
と
し
て
「
近
習
者
」
、
「
近
習
之
与
力
」
を
置
い
て

い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
室
町
幕
府
の
職
制
の
一
つ
で
あ
る
将
軍
の
近
習
番
を
模
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
大
内
氏
掟
書
に

収
録
さ
れ
た
文
書
の
中
に
は
、
室
町
幕
府
の
管
領
の
署
判
せ
る
御
教
書
に
似
た
形
式
の
文
書
が
多
く
存
す
る
が
、
こ
れ
又
、
右
の
一
証
と

す
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
更
に
注
目
す
べ
き
は
、
大
内
氏
掟
書
の
第
ご
一
九
条
で
あ
っ
て
、
そ
れ
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
一
　
被
行
常
赦
事

　
　
（
政
弘
）

　
　
法
泉
寺
殿
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御
判

　
　
　
（
足
利
義
尚
）

　
　
為
常
徳
院
殿
御
追
善
、
於
御
分
国
中
、
所
被
行
常
赦
也
、
諸
人
可
存
知
之
由
、
為
令
告
知
、
依
仰
壁
書
如
件

　
　
　
　
長
享
三
年
四
月
廿
六
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
杉
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
左
衛
門
尉
奉
武
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
相
良
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
前
遠
江
守
同
正
任

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
杉
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
左
衛
門
尉
同
武
道

　
右
の
文
書
は
、
大
内
政
弘
が
長
享
三
年
（
一
四
八
九
年
）
三
月
廿
六
日
、
近
江
鈎
の
陣
で
莞
じ
た
将
軍
足
利
義
尚
の
追
善
供
養
の
為
、

分
国
中
に
常
赦
を
行
っ
た
際
の
も
の
で
あ
る
。
　
「
常
赦
」
と
は
律
令
用
語
で
あ
っ
て
、
八
虐
、
故
殺
、
謀
殺
、
私
鋳
銭
、
強
窃
二
盗
の
罪
、

及
び
律
条
に
常
赦
不
免
と
い
え
る
罪
以
外
の
罪
を
赦
す
も
の
で
あ
り
、
我
が
上
代
で
は
大
赦
、
非
常
赦
、
曲
赦
、
臨
時
赦
と
並
ん
で
恩
赦

の
一
つ
で
あ
っ
た
。
恩
赦
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
主
権
者
に
専
属
せ
る
特
権
の
一
つ
で
あ
っ
て
、
上
代
で
は
天
皇
に
の
み
許
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。
従
っ
て
、
足
利
将
軍
の
追
善
の
為
に
大
内
氏
が
恩
赦
令
を
発
布
し
得
た
と
い
う
こ
と
は
、
大
内
氏
が
自
己
の
分
国
に
於
け
る
主

権
者
で
あ
る
こ
と
を
名
実
共
に
示
す
も
の
で
あ
っ
て
、
後
の
徳
川
将
軍
が
皇
室
の
慶
弔
事
に
際
し
て
恩
赦
令
を
発
布
し
得
た
の
と
同
様
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

法
理
で
あ
る
。
従
っ
て
、
大
内
氏
掟
書
の
第
一
五
二
条
の
「
号
公
方
買
、
号
守
護
買
、
前
々
儀
堅
可
停
止
事
」
、
及
び
結
城
氏
新
法
度
の

　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

追
加
第
一
条
の
「
公
方
領
の
も
の
、
代
か
し
に
も
、
こ
と
に
う
せ
て
き
た
る
も
の
」
等
に
現
れ
て
い
る
「
公
方
」
と
い
う
呼
称
も
、
足
利

将
軍
そ
の
も
の
を
さ
す
と
い
う
よ
り
は
、
大
内
氏
や
結
城
氏
自
身
を
さ
し
て
い
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
考
え
て
く
る
と
、
こ
こ
に
不
入
地
棄
破
を
規
定
せ
る
、
か
の
有
名
な
今
川
假
名
目
録
追
加
第
二
〇
条
が
想
起
さ
れ
る
の

で
あ
る
。
即
ち
「
自
旧
規
守
護
使
不
入
と
云
事
ハ
、
将
軍
家
天
下
一
同
御
下
知
を
以
、
諸
国
守
護
職
被
仰
付
時
之
事
也
、
守
護
使
不
入
と

あ
り
と
て
、
可
背
御
下
知
哉
、
只
今
ハ
を
し
な
へ
て
、
自
分
の
以
力
量
、
国
の
法
度
を
申
付
、
静
誼
す
る
事
な
れ
は
、
し
ゆ
こ
の
手
入
間
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敷
事
、
か
つ
て
あ
る
へ
か
ら
す
」
と
い
う
文
中
の
、
特
に
、
「
只
今
ハ
を
し
な
へ
て
、
自
分
の
以
力
量
、
国
の
法
度
を
申
付
、
静
譲
す
る
」

と
い
う
言
葉
の
中
に
、
戦
国
大
名
の
法
制
定
の
態
度
が
明
瞭
に
表
現
さ
れ
て
い
る
と
み
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。
即
ち
、
法
典
の
編
纂

も
亦
、
右
か
ら
「
自
分
の
力
量
」
を
も
っ
て
す
る
も
の
で
あ
り
、
当
時
の
幕
府
か
ら
何
等
の
制
塁
を
う
け
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
考
え

て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

三
　
戦
国
法
典
の
特
質

　
さ
て
、
次
は
戦
国
時
代
の
法
制
の
有
す
る
法
史
上
の
意
義
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
重
要
に
し
て
且
つ
至
難
な
る
問
題
で
あ
っ
て
、

こ
れ
が
解
明
に
は
な
お
将
来
の
研
究
に
侯
た
ね
ば
な
ら
な
い
。
従
っ
て
、
こ
こ
で
は
、
二
、
三
私
見
を
述
べ
て
、
そ
の
展
望
を
掲
げ
る
に

止
め
た
い
。

　
戦
国
大
名
の
法
制
は
周
知
の
如
く
、
随
時
必
要
に
応
じ
て
発
布
さ
れ
た
個
別
法
規
（
今
、
こ
れ
を
法
令
法
と
呼
ぶ
）
と
体
系
的
に
集
成

さ
れ
た
成
文
法
規
（
今
、
こ
れ
を
法
典
法
と
呼
ぶ
）
と
の
二
種
に
分
つ
こ
と
が
出
来
よ
う
。
而
し
て
、
筆
者
の
考
え
で
は
、
戦
国
法
な
る

も
の
の
最
大
の
特
質
は
法
令
法
の
中
に
あ
ら
ず
し
て
、
む
し
ろ
法
典
法
の
中
に
顕
現
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
即
ち
、
律
令
法
典

成
立
以
後
、
公
家
法
、
本
所
法
、
寺
院
法
は
も
と
よ
り
、
従
来
の
武
家
法
に
あ
っ
て
も
、
御
成
敗
式
目
を
除
い
て
は
法
典
ら
し
き
法
典
は

殆
ど
存
在
せ
ず
、
個
別
法
規
の
み
が
専
ら
発
布
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
戦
国
時
代
に
至
っ
て
始
め
て
大
名
に
よ
る
大
規
模
な
法
典
の
編
纂
が

行
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
か
か
る
意
味
か
ら
い
っ
て
も
、
戦
国
の
法
典
は
我
が
法
源
史
上
、
特
異
な
存
在
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
し
か
ら
ば
、

法
典
法
は
法
令
法
に
比
べ
て
、
如
何
な
る
点
に
於
い
て
相
違
す
る
で
あ
ろ
う
か
。
佐
藤
氏
等
は
前
掲
史
料
集
の
解
題
に
於
い
て
、
こ
こ
で

い
う
法
典
法
に
つ
い
て
、
　
「
制
定
者
が
そ
の
家
の
法
全
体
の
基
礎
と
す
る
目
的
で
制
定
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
大
む
ね
長
期
的
見
通
し
の

下
で
重
要
と
見
な
さ
れ
る
事
項
が
網
羅
さ
れ
、
恒
久
的
効
力
が
付
与
さ
れ
る
。
言
わ
ば
そ
の
家
の
基
本
法
規
で
あ
る
」
（
四
〇
〇
頁
）
と
い
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わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
更
に
敷
術
す
れ
ば
、
法
典
法
に
は
領
国
支
配
の
重
要
事
項
が
ほ
ぼ
網
羅
さ
れ
て
、
こ
こ
に
領
国
統
治
の
根
本
方
針

が
宣
明
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
法
規
の
内
容
に
も
整
理
、
統
合
が
加
え
ら
れ
、
法
令
法
よ
り
も
恒
久
的
な
効
力
が
付
与
さ
れ
て
い
る
と
い
う

こ
と
に
な
ろ
う
。

　
処
で
、
筆
者
は
法
令
法
に
対
す
る
法
典
法
の
特
質
と
し
て
、
改
め
て
次
の
三
点
を
挙
げ
よ
う
と
思
う
。
そ
の
第
一
は
法
典
法
は
法
的
安

定
性
を
志
向
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
を
示
す
も
の
と
し
て
、
先
ず
法
典
法
の
前
記
効
力
の
恒
久
性
が
あ
る
。
結
城
氏
新
法
度
の

前
書
に
「
於
後
代
モ
可
為
此
法
度
侯
」
と
あ
る
こ
と
は
、
当
代
の
法
典
は
そ
の
効
力
が
か
な
り
長
期
間
に
及
ぶ
こ
と
を
予
め
考
慮
し
た
上

で
制
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
。
事
実
、
相
良
氏
法
度
の
効
力
は
江
戸
時
代
に
も
及
び
、
制
定
後
、
約
二
世
紀
の
後
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
成
　
　
敗
）
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
理
非
）

そ
の
命
脈
を
保
っ
た
（
前
掲
史
料
集
四
一
〇
頁
）
。
次
に
、
塵
芥
集
の
前
書
に
「
せ
ん
く
の
せ
い
は
い
に
お
ゐ
て
ハ
、
り
ひ
を
た
㌧
す

に
を
よ
ハ
す
、
い
ま
よ
り
の
ち
ハ
こ
の
状
を
あ
ひ
ま
も
り
、
他
事
に
ま
し
ハ
る
へ
か
ら
す
」
と
あ
っ
て
、
こ
れ
は
御
成
敗
式
目
の
踏
襲
で

あ
る
が
、
こ
こ
に
改
め
て
法
律
不
遡
及
の
原
則
が
明
示
さ
れ
て
い
る
。
次
に
、
今
川
假
名
目
録
の
後
書
に
「
当
時
人
々
こ
さ
か
し
く
な
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
贔
　
屓
）

は
か
ら
さ
る
儀
共
相
論
之
間
、
此
条
目
を
か
ま
へ
、
兼
て
よ
り
お
と
し
つ
く
る
物
也
、
し
か
れ
ハ
ひ
ひ
き
の
そ
し
り
有
へ
か
ら
さ
る
欺
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
評
　
　
定
）

塵
芥
集
の
起
請
文
に
「
お
よ
そ
ひ
や
う
ち
や
う
の
あ
ひ
た
、
理
ひ
に
お
ゐ
て
ハ
、
う
と
き
も
し
た
し
き
も
有
へ
か
ら
す
」
六
角
氏
式
目
の

起
請
文
に
「
或
就
親
近
之
浅
深
令
贔
屓
、
或
依
奏
者
之
好
悪
致
偏
頗
儀
、
不
可
在
之
」
、
三
好
氏
新
加
制
式
の
第
二
条
に
「
若
訴
論
人
密

及
耽
之
沙
汰
者
、
評
定
衆
互
遂
白
状
、
可
有
其
計
、
潔
自
他
之
心
、
各
可
被
歴
計
議
乎
」
等
と
あ
っ
て
、
式
目
の
「
道
理
」
の
精
神
に
も

と
づ
い
て
公
平
な
る
裁
判
の
行
わ
れ
る
こ
と
が
屡
々
希
求
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
法
典
法
に
は
従
来
の
朝
令
暮
改
の
状
態
や
恣
意

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
野
）
　
　
　
　
　
（
先
　
規
）

的
な
裁
判
を
避
け
よ
う
と
す
る
意
思
が
認
め
ら
れ
る
。
更
に
塵
芥
集
の
第
一
二
三
条
に
は
「
さ
か
ひ
相
た
た
さ
る
の
山
の
事
、
せ
ん
き
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
知
　
　
行
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（
問
　
　
答
）

か
せ
た
る
へ
し
、
か
く
の
こ
と
く
の
地
、
も
し
ち
き
や
う
の
あ
る
な
き
の
も
ん
と
う
、
相
た
か
ひ
に
ち
き
や
う
の
年
記
を
か
ん
か
へ
、
た

（
当
所
務
）

う
し
よ
む
廿
一
力
年
過
候
者
、
さ
た
を
あ
ら
た
む
る
に
を
よ
ハ
す
」
と
あ
っ
て
、
こ
こ
に
二
十
一
年
以
上
、
現
実
に
当
該
所
領
を
支
配
し
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て
い
る
揚
合
は
、
そ
の
領
有
の
権
利
が
公
認
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
或
る
事
実
状
態
が
一
定
の
長
期
間
継
続
し
た
場
合
に
、
真
実
の
権
利

関
係
に
合
致
す
る
か
ど
う
か
を
問
わ
ず
に
、
そ
の
事
実
を
尊
重
し
て
権
利
関
係
を
認
め
る
我
が
国
固
有
の
制
度
で
あ
っ
て
、
律
令
法
や
ゲ

ル
マ
ン
法
に
は
存
在
し
な
い
法
理
で
あ
る
。
右
の
塵
芥
集
の
規
定
は
、
も
と
よ
り
御
成
敗
式
目
第
八
条
の
知
行
年
紀
制
を
継
承
し
た
も
の

で
あ
る
が
、
こ
こ
に
時
効
制
度
が
戦
国
法
典
の
上
に
再
び
明
文
化
さ
れ
た
こ
と
も
、
や
は
り
法
的
安
定
性
に
資
す
る
も
の
が
あ
っ
た
と
思

わ
れ
る
。
以
上
、
法
の
効
力
の
恒
久
性
、
法
律
不
遡
及
の
原
則
、
裁
判
の
公
平
、
時
効
制
度
等
が
法
典
法
の
志
向
す
る
主
た
る
も
の
で
あ

り
、
法
典
法
の
目
的
は
結
局
、
法
の
権
威
を
高
め
る
こ
と
に
あ
り
、
従
っ
て
法
的
安
定
性
に
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　
法
典
法
の
特
質
の
第
二
は
御
成
敗
式
目
（
幕
府
法
）
か
ら
の
自
立
性
を
志
向
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
法
典
法
は
そ
の
全
体
の
体
裁

を
御
成
敗
式
目
に
模
し
た
り
、
或
は
そ
の
立
法
に
式
目
の
条
文
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
す
る
等
、
式
目
の
影
響
を
多
分
に
受
け
て
い
る
が
、
そ

の
規
定
す
る
処
の
内
容
は
領
国
統
治
の
ほ
ぼ
全
般
に
わ
た
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
式
目
を
補
充
す
る
と
い
う
よ
り
は
、
式
目
を
模
倣
し
つ

つ
も
自
ら
式
目
に
代
る
べ
き
自
主
的
な
法
典
を
制
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
究
極
的
に
は
式
目
の
権
威
か
ら
の
脱
皮
を
計
っ
て
い
る
の
で
あ

る
。
今
、
そ
の
具
体
的
な
事
実
を
左
に
示
そ
う
。
今
川
俵
名
目
録
の
後
書
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
　
「
右
条
々
、
連
々
思
当

る
に
し
た
か
ひ
て
、
分
国
の
た
め
、
ひ
そ
か
に
し
る
し
を
く
所
也
。
　
（
中
略
）
如
此
之
儀
出
来
之
時
も
箱
の
中
を
取
出
、
見
合
裁
許
あ
る

へ
し
、
此
外
天
下
の
法
度
、
又
私
に
も
自
先
規
の
制
止
は
、
不
及
載
之
也
」
。
右
に
み
る
よ
う
に
、
こ
こ
で
は
俵
名
目
録
三
三
個
条
が
今
川

分
国
の
根
本
法
規
で
あ
っ
て
、
　
「
此
外
天
下
の
法
度
、
又
私
に
も
自
先
規
の
制
止
」
、
即
ち
御
成
敗
式
目
、
そ
の
追
加
法
、
並
び
に
今
川
氏

が
假
名
目
録
制
定
以
前
に
発
布
し
た
法
令
等
は
、
假
名
目
録
三
三
個
条
に
規
定
さ
れ
て
い
な
い
場
合
に
の
み
そ
の
効
力
が
認
め
ら
れ
る
の

で
あ
っ
て
、
そ
れ
ら
の
法
規
は
い
わ
ば
候
名
目
録
の
補
充
法
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
注
意
す
ぺ
き
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
、
も
し
假
名
目
録

の
規
定
と
鎌
倉
・
室
町
幕
府
法
の
規
定
と
が
競
合
し
た
揚
合
に
は
（
例
え
ば
、
式
目
第
三
六
条
と
假
名
目
録
第
二
条
）
、
当
然
假
名
目
録

の
規
定
が
優
先
し
た
の
で
あ
る
。
自
己
の
家
法
を
根
本
法
と
し
、
式
目
及
び
そ
の
追
加
を
補
充
法
と
す
る
法
典
は
、
他
に
も
大
内
氏
掟
書
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（
第
一
四
、
第
九
五
条
）
が
あ
り
、
又
、
同
様
、
式
目
の
み
を
補
充
法
と
す
る
も
の
に
甲
州
法
度
（
第
一
五
条
）
六
角
氏
式
目
（
第
三
二

条
）
が
あ
る
。
三
好
氏
新
加
制
式
は
貞
永
、
建
武
両
式
目
の
影
響
を
多
分
に
う
け
（
第
二
、
第
三
、
第
五
、
第
七
条
）
、
両
式
目
を
参
照

し
な
が
ら
家
法
を
編
纂
し
た
証
跡
が
歴
然
と
し
て
認
め
ら
れ
る
が
、
全
体
と
し
て
こ
れ
を
み
る
と
き
は
、
領
国
経
営
の
基
本
的
な
重
要
事

項
が
網
羅
さ
れ
た
自
主
的
な
法
典
で
あ
っ
て
、
こ
の
場
合
も
、
新
加
制
式
に
規
定
さ
れ
て
い
な
い
事
項
は
幕
府
法
が
補
充
法
と
さ
れ
た
の

で
あ
ろ
う
。
結
城
氏
新
法
度
は
全
条
文
を
通
じ
て
「
式
目
」
な
る
語
は
見
当
ら
ず
、
主
人
を
異
に
す
る
下
男
下
女
が
生
ん
だ
男
女
の
子
の

帰
属
を
規
定
し
た
第
一
五
条
で
は
、
式
目
第
四
一
条
を
さ
し
て
、
「
式
目
」
と
は
い
わ
ず
、
　
「
古
法
」
と
い
っ
て
い
る
か
ら
、
こ
の
法
典

に
あ
っ
て
は
、
幕
府
法
は
す
で
に
そ
の
効
力
を
失
っ
た
も
の
と
し
て
取
扱
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
塵
芥
集
も
亦
、
そ
の
全
体
の
体
裁

を
式
目
に
模
し
、
式
目
を
踏
襲
せ
る
条
文
が
若
干
存
す
る
が
、
全
条
文
を
通
じ
て
「
式
目
」
な
る
語
は
全
く
見
当
ら
な
い
。
従
っ
て
、
結

城
氏
新
法
度
及
び
塵
芥
集
は
、
も
と
よ
り
幕
府
法
の
補
充
法
で
は
な
く
、
自
主
的
な
法
典
で
あ
っ
て
、
又
、
幕
府
法
を
自
己
の
家
法
の
補

充
法
と
考
え
て
い
た
か
ど
う
か
も
疑
問
で
あ
る
。

　
以
上
は
法
典
法
と
幕
府
法
と
の
関
係
で
あ
る
が
、
次
に
法
令
法
と
幕
府
法
と
の
関
係
は
如
何
で
あ
ろ
う
か
。
法
令
法
は
幕
府
法
を
根
本

法
と
し
て
、
そ
れ
に
補
充
す
る
と
い
う
意
図
を
も
っ
て
発
布
さ
れ
た
も
の
か
、
そ
れ
と
も
逆
に
法
令
法
を
根
本
法
と
し
て
、
そ
れ
に
幕
府

法
を
も
っ
て
補
充
す
る
と
い
う
意
図
を
も
っ
て
発
布
さ
れ
た
も
の
か
、
そ
の
辺
の
処
は
必
ず
し
も
判
然
と
し
な
い
が
、
強
い
て
い
え
ば
、

後
者
よ
り
は
前
者
に
近
い
も
の
が
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
何
と
な
れ
ば
、
戦
国
大
名
の
発
布
し
た
個
別
法
規
は
短
期
間
し
か
そ
の

効
力
を
保
持
し
得
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
、
大
内
氏
掟
書
に
あ
る
文
明
十
八
年
四
月
廿
九
日
付
の
禁
制
は
大
内
政

弘
の
発
布
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
第
一
条
（
前
掲
史
料
集
の
第
八
九
条
）
は
コ
　
夜
中
大
通
往
来
之
事
」
と
い
う
夜
中
の
通
行
禁
止

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

を
規
定
せ
る
条
文
で
あ
る
が
、
こ
の
条
文
の
附
則
に
は
「
先
御
代
御
禁
制
事
旧
畢
、
異
相
不
審
之
者
、
専
可
加
制
止
也
云
々
」
と
記
さ
れ

て
い
る
。
右
の
「
先
御
代
御
禁
制
」
と
は
先
代
大
内
教
弘
が
発
布
し
た
長
禄
三
年
五
月
廿
二
日
付
の
禁
制
で
あ
っ
て
、
具
体
的
に
は
そ
の
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第
一
条
（
前
掲
史
料
集
の
第
二
条
）
　
コ
　
夜
中
に
大
路
往
来
の
事
」
を
さ
す
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
長
禄
三
年
の
右
の
禁
制
は
二
十

七
年
を
経
た
文
明
十
八
年
に
至
っ
て
、
　
「
事
旧
畢
」
と
さ
れ
て
、
そ
の
効
力
を
失
っ
た
の
で
あ
り
、
こ
こ
に
再
び
全
く
同
一
趣
旨
の
立
法

が
為
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
同
一
内
容
の
法
令
が
再
び
発
布
さ
れ
た
と
い
う
の
は
、
政
権
が
大
内
教
弘
か
ら
そ
の
子
、
政
弘
に
交
代

し
た
と
い
う
事
情
に
よ
る
も
の
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
も
し
然
り
と
す
る
な
ら
ば
、
個
別
法
規
は
そ
れ
を
発
布
し
た
為
政
者
一
代
限

り
し
か
、
そ
の
効
力
を
有
さ
な
か
っ
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
兎
に
角
、
法
令
法
の
場
合
は
法
典
法
の
場
合
よ
り
も
立
法
者
に
と
っ
て
、
そ
の

効
力
が
長
期
間
に
及
ぶ
こ
と
を
考
慮
し
て
立
法
さ
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
以
上
の
如
く
、
法
令
法
が
短
期
間
し
か
そ
の

効
力
を
保
持
し
得
な
か
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
法
令
法
は
そ
の
時
々
の
必
要
に
応
じ
て
、
適
宜
発
布
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
領
国
経
営

の
為
の
不
易
の
基
本
法
は
主
と
し
て
天
下
の
大
法
、
即
ち
幕
府
法
や
当
時
の
慣
習
法
に
拠
っ
て
行
わ
れ
、
法
令
法
は
そ
れ
を
随
時
補
充
す

る
と
い
う
性
格
を
有
す
る
も
の
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
し
か
し
、
個
別
法
規
が
大
内
氏
掟
書
の
如
く
、
為
政
者
に
よ
っ
て
或
る
時
期
に

集
大
成
さ
れ
た
場
合
に
は
、
各
個
別
法
規
の
性
質
は
右
に
述
べ
た
処
と
全
く
異
る
も
の
と
な
り
、
編
纂
さ
れ
た
法
典
の
場
合
と
相
通
ず
る

も
の
が
生
ず
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
述
べ
た
戦
国
時
代
の
法
典
法
と
法
令
法
と
の
幕
府
法
に
対
す
る
関
係
を
こ
こ
で
も
う
一
度
要
約
す
る
な
ら
ば
、
法
典
法
に
於
い
て

は
、
明
ら
か
に
そ
れ
が
領
国
経
営
の
第
一
次
的
な
根
本
法
で
あ
っ
て
、
幕
府
法
は
第
二
次
的
な
補
充
法
の
意
味
し
か
有
さ
ず
、
場
合
に
よ

っ
て
は
幕
府
法
は
そ
の
補
充
法
的
意
義
す
ら
有
し
た
か
ど
う
か
疑
問
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
法
令
法
に
於
い
て
は
、
そ
の
関
係
は
必
ず

し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
法
典
法
の
揚
合
と
は
逆
に
、
そ
れ
は
従
来
の
幕
府
法
の
補
充
法
的
な
意
味
合
い
が
強
い
の
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
、
少
な
く
と
も
法
典
法
に
於
け
る
よ
り
は
、
幕
府
法
に
対
す
る
自
主
性
が
稀
薄
な
の
で
は
な
い
か
と
察
せ
ら
れ
る
。

　
法
典
法
の
特
質
の
第
三
は
そ
の
自
己
目
的
性
に
あ
る
。
前
述
せ
る
如
く
、
領
国
経
営
の
重
要
事
項
が
整
理
さ
れ
て
、
ほ
ぼ
体
系
的
に
編

成
さ
れ
た
成
文
法
典
が
成
立
し
た
時
点
に
於
い
て
、
従
来
の
幕
府
法
が
戦
国
家
法
の
補
充
法
的
な
も
の
と
な
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
か
か
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る
戦
国
大
名
の
法
典
編
纂
に
認
め
ら
れ
る
自
主
的
な
態
度
は
結
局
、
前
に
述
べ
た
戦
国
大
名
の
政
治
意
識
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
程
度

の
差
こ
そ
あ
れ
、
室
町
幕
府
の
権
力
に
依
存
し
て
い
た
従
来
の
守
護
大
名
の
態
度
と
は
根
本
的
に
異
る
も
の
が
存
す
る
の
で
あ
る
。
又
、

近
世
幕
藩
体
制
下
の
諸
大
名
は
、
す
で
に
幕
府
権
力
に
よ
っ
て
国
替
も
し
く
は
改
易
を
強
制
さ
れ
る
対
象
で
あ
る
以
上
、
そ
れ
は
徳
川
氏

の
吏
僚
と
し
て
の
性
格
を
多
少
な
り
と
も
有
す
る
も
の
で
あ
り
、
十
全
の
意
昧
に
於
け
る
封
建
諸
侯
と
い
う
こ
と
は
出
来
な
い
。
そ
の
権

力
が
分
国
高
権
（
冨
区
霧
ぎ
冨
ε
に
迄
、
高
め
ら
れ
て
王
権
か
ら
独
立
す
る
程
の
も
の
と
な
り
、
そ
の
領
域
が
分
国
（
ピ
9
且
）
と
称

せ
ら
れ
た
中
世
ヨ
！
ロ
ッ
パ
に
於
け
る
封
建
諸
侯
に
匹
敵
す
る
も
の
を
我
が
国
史
の
上
に
求
む
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
応
仁
文
明
の
乱
か

ら
豊
臣
政
権
の
成
立
に
至
る
迄
の
戦
国
大
名
を
お
い
て
他
に
な
い
で
あ
ろ
う
。
戦
国
大
名
は
す
で
に
み
た
如
く
、
そ
の
現
実
の
状
態
は
兎

も
角
と
し
て
、
分
国
内
に
於
い
て
は
自
ら
を
室
町
将
軍
に
擬
し
、
分
国
の
主
権
者
た
る
こ
と
を
強
く
意
識
し
て
い
た
か
ら
、
そ
の
法
典
の

編
纂
に
は
「
自
分
の
以
力
量
」
　
（
今
川
假
名
目
録
追
加
第
二
〇
条
）
て
当
り
、
幕
府
か
ら
何
ら
の
制
肘
年
を
う
け
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

さ
れ
ば
戦
国
大
名
の
法
典
編
纂
の
直
接
的
な
目
的
は
、
も
と
よ
り
領
国
統
治
の
現
実
的
な
必
要
に
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
こ
こ
に
至
っ
て

法
典
を
編
纂
す
る
こ
と
自
体
も
亦
、
法
典
編
纂
の
目
的
と
な
っ
た
。
即
ち
、
法
典
の
編
纂
は
一
つ
の
大
な
る
文
化
的
事
業
で
あ
っ
て
、
そ

の
制
定
の
事
情
が
ど
う
で
あ
れ
、
編
纂
者
た
る
大
名
個
人
の
栄
誉
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
り
、
編
纂
者
の
カ
リ
ス
マ
を
増
す
も
の
で
あ
り
、

編
纂
者
の
権
威
を
内
外
に
誇
示
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
而
し
て
、
こ
の
よ
う
な
法
典
法
の
有
す
る
性
質
は
法
令
法
に
於
い
て
、
殆
ど
こ
れ

を
認
め
る
こ
と
は
出
来
な
い
。

　
以
上
、
戦
国
の
法
典
法
と
法
令
法
と
を
対
比
し
つ
つ
、
両
者
の
性
格
を
考
察
し
て
来
た
が
、
右
の
三
点
に
於
い
て
両
者
は
や
や
異
質
な

も
の
が
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
か
く
い
え
ば
と
て
、
法
典
法
と
法
令
法
と
が
し
か
く
載
然
と
区
別
出
来
る
か
と
い
え
ば
、
必
ず

し
も
そ
う
と
は
い
え
ず
、
法
令
法
の
中
に
は
、
形
式
的
に
も
内
容
的
に
も
法
典
法
に
近
い
も
の
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
、
又
、
法
典
法
に
み

ら
れ
る
幕
府
法
に
対
す
る
自
主
性
の
程
度
も
、
各
法
典
に
よ
っ
て
様
々
で
あ
る
が
、
通
じ
て
い
え
ば
、
右
に
挙
げ
た
も
の
が
法
令
法
に
対
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す
る
法
典
法
の
一
般
的
特
質
と
し
て
一
応
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
筆
者
は
か
か
る
法
典
法
の
成
立
の
中

に
、
戦
国
法
の
我
が
法
史
上
の
意
義
を
展
望
し
た
い
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
　
（
文
中
の
条
文
番
号
は
前
掲
史
料
集
に
拠
る
。
）


